
StarOSのタスク

この付録では、ASR 5500と仮想プラットフォーム上の StarOSで実行されているシステムとサ
ブシステムのタスクについて説明します。

この付録は、すべての StarOSタスクの包括的なリストではありません。StarOS内のプライマ
リタスクとサブシステムの一般的な説明だけを示します。

重要

内容は次のとおりです。

•概要（1ページ）
•プライマリタスクサブシステム（2ページ）
•コントローラおよびマネージャ（4ページ）
•サブシステムのタスク（4ページ）

概要
冗長性、拡張性、および堅牢なコール処理のために、StarOSは特定の機能を実行する一連のタ
スクをサポートします。これらのタスクは、必要に応じて、制御信号とデータ信号を共有する

ために相互に通信します。その結果、複数のタスクにまたがってプロセスを分散させることが

できるため、特定のタスクの全体的なワークロードが軽減され、システムのパフォーマンスが

向上します。この分散型設計は、障害によるプロセスまたはセッションへの影響を著しく軽減

する障害抑制を提供します。

Execモードの show taskコマンドは、StarOS内の実行中のプロセスのスナップショットを表示
します。このコマンドの詳細については、『Command Line Interface Reference』および『Statistics
and Counters Reference』を参照してください。

次の項では、StarOSによって実装されるプライマリタスクについて説明します。

•プライマリタスクサブシステム（2ページ）
•コントローラおよびマネージャ（4ページ）
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プライマリタスクサブシステム
CPU上で実行される個々のタスクは、サブシステムに分割されます。次に、コールセッション
処理を担当する主要なサブシステムのリストを示します。

•システム開始タスク（SIT）：このサブシステムはタスクを開始し、システムを初期化し
ます。これには、システムのスタートアップ時間（静的タスク）に一連の初期タスクを開

始すること、および任意の時間にオンデマンドで個々のタスクを開始すること（動的タス

ク）が含まれます。

•高可用性タスク（HAT）：リカバリ制御タスク（RCT）のサブシステムを使用すると、
HATサブシステムはシステムの動作状態を維持します。HATは、システムのさまざまな
ソフトウェアコンポーネントおよびハードウェアコンポーネントをモニターします。異常

な動作（別のタスクの予期しない終了など）がある場合、HATサブシステムは適切なア
クションを実行します。たとえば、イベントを RCTサブシステムにトリガーして修正措
置を実行したり、ステータスをレポートしたりします。HATタスクの主な機能は、サー
ビスへの影響を最小限に抑えることです。

•リカバリ制御タスク（RCT）：このサブシステムは、システムで発生した障害に対してリ
カバリアクションを実行します。RCTサブシステムは、HATサブシステムから信号を受
信し（NPUサブシステムからの場合もある）、必要なリカバリアクションを決定します。

•共有設定タスク（SCT）：このサブシステムは、システム設定パラメータの設定、取得、
および通知を受信する機能を提供します。SCTは主に、システム上で実行されているアプ
リケーションの設定データの保存を担当します。

SCTサブシステムは、アクティブな管理カード上でのみ動作し、そこに含まれている情報
をスタンバイ管理カード上の SCTサブシステムと同期します。

•リソース管理（RM）：このサブシステムは、スタートアップ時にシステムタスクごとに、
CPUの負荷とメモリなどのリソースを割り当てます。RMサブシステムは、リソースの使
用状況をモニターして、割り当てが指定どおりであることを確認します。また、RMは、
すべてのセッションをモニターし、セッションコントローラと通信して、キャパシティラ

イセンスの制限を強制的に適用します。

•バーチャルプライベートネットワーク（VPN）：このサブシステムは、システム内のす
べての VPN関連のエンティティの管理面および運用面を管理します。VPNサブシステム
によって実行される機能には、次のようなものがあります。

•個別の VPNコンテキストの作成

• VPNコンテキスト内の IPサービスの開始

• IPプールとサブスクライバ IPアドレスを管理し、VPNコンテキスト内で IPフロー情
報を配布します。

StarOS内のすべての IP操作は、特定のVPNコンテキスト内で実行されます。一般に、パ
ケットは異なる VPNコンテキスト間で転送されません。現在の唯一の例外は、セッショ
ンサブシステムです。
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•ネットワーク処理ユニット（ASR 5500では npusim、および VPC-DIと VPC-SIでは iftask
または knpusim）1：このサブシステムは次の役割を担います。

•データベースを使用したアドレスおよびポート番号と接続先タスクの照合によるデー
タフレームの高速パス転送

•さまざまな物理インターフェイスとの間でのユーザーデータフレームの送受信

• IP転送の決定（ユニキャストとマルチキャストの両方）

•インターフェイスごとのパケットのフィルタリング

•トラフィック管理とトラフィックエンジニアリング

•パケット処理の CPUとの間でのユーザーデータフレームの受け渡し

•データリンク層とネットワーク層のヘッダーの変更、追加、または除去

•チェックサムの再計算

•統計情報の維持

•外部イーサネットインターフェイスの管理

•カード/スロット/ポート（CSP）：カードが挿入、ロック、ロック解除、削除、シャット
ダウン、または移行されたときに発生するイベントを調整します。また、CSPは自動検出
を実行し、新しく挿入されたインターフェイスカードのポートを設定します。これによ

り、インターフェイスカードがパケット処理カードにマッピングされる方法が決定されま

す。

CSPサブシステムは、アクティブな管理カード上でのみ動作し、そこに含まれている情報
をスタンバイ管理カード上のSCTサブシステムと同期します。これは、SITサブシステム
によって開始され、HATサブシステムによってモニターされます。

•セッションマネージャ（SM）：モバイルサブスクライバのパケット指向データセッショ
ンフローのハイタッチ処理を実行します。ハイタッチユーザーのデータ処理は、次のもの

で構成されます。

•ペイロード変換

•フィルタリングとスケジューリング

•統計情報の収集

•ポリシング

1 の knpusimは、Intel DPDKがサポートされていない設定の VPC VMで iftaskの代わりに実行されます。
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コントローラおよびマネージャ
プライマリサブシステムの多くは、コントローラと呼ばれるコントローラタスクと、マネー

ジャと呼ばれる下位のタスクで構成されています。

コントローラはいくつかの目的に役立ちます。

•マネージャの状態をモニターし、同じサブシステム内のマネージャ間での通信を可能にし
ます。

•他のサブシステムのコントローラと通信できるため、サブシステム間の通信を可能にしま
す。

•管理を容易にするために、ソフトウェアの分散型の特性をユーザーからマスクします。

マネージャはリソースとリソース間のマッピングを管理します。さらに、一部のマネージャは

コール処理を直接行います。

クリティカル、コントローラ、またはマネージャのタスク、あるいはそれらすべてのタスクで

構成されるプライマリサブシステムの詳細については、サブシステムのタスク（4ページ）
を参照してください。

サブシステムのタスク
次のサブセクションでは、さまざまなサブシステムの StarOSタスクについて簡単に説明しま
す。

•システム開始サブシステム（5ページ）
•高可用性サブシステム（6ページ）
• Resource Managerサブシステム（7ページ）
•仮想プライベートネットワークサブシステム（7ページ）
•ネットワーク処理ユニットサブシステム（10ページ）
•セッションサブシステム（11ページ）
•プラットフォームプロセス（25ページ）
•管理プロセス（29ページ）
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システム開始サブシステム

表 1 :システム開始サブシステムのタスク

機能説明タスク

システムの起動時に開始されます。システム開始タスク：メ

イン

SITMAIN

他のSITコンポーネントの起動設定を読み取り、提供
します。

SITREAPサブ機能を起動します。

CPUの状態情報を維持します。

管理カードをアクティブモードまたはスタンバイモー

ドのいずれかで起動します。

SITの親サブ機能SITPARENT

HATタスクにタスクを登録します。

CPUの起動完了の CSPタスクを通知します。

スタンバイモードでパケット処理カードを起動しま

す。

必要に応じてタスクをシャットダウンします。SIT REAPサブ機能SITREAP
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高可用性サブシステム

表 2 :高可用性サブシステムのタスク

機能説明タスク

CPUのハードウェア機能に基づいて、デバイスの初期化と
制御機能を実行します。

高可用性タスクの CPUhatcpu

CPU上のタスクの損失をhatsystemサブ機能に報告します。

パケット処理カードの LEDを制御します。

パケット処理カードの専用ハードウェアを初期化し、モニ

ターします。（ASR 5500のみ）

CPUモニタリング情報を定期的に収集し、マスター hatcpu
サブ機能に報告します。

CPU上のタスクの損失を master hatcpuサブ機能に報告しま
す。

CPUのハードウェア機能により、デバイスの初期化と制御
機能を実行します。

CPU上のタスクの損失をhatsystemサブ機能に報告します。

管理カードの LEDを制御します。（ASR 5500のみ）

管理カードの専用ハードウェアを初期化し、モニターしま

す。（ASR 5500のみ）

システム内のすべての HATサブ機能のタスクを制御しま
す。これは、システムの起動時に開始されます。

高可用性タスクのシステ

ムコントローラ

hatsystem

システムコンポーネント（ギガビットイーサネットスイッ

チおよびスイッチファブリックなど）を初期化します。

状態変更のためにファンなどのシステムコンポーネントを

モニターします。

障害検出の発生時に冗長性のアクションをトリガーします。

冗長管理カードのHATサブシステムは、アクティブな管理
カード上の HATサブシステムをミラーリングします。
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Resource Managerサブシステム
表 3 : Resource Manager（RM）サブシステムのタスク

機能説明タスク

StarOSの起動時に sitparentタスクによって開始され、障害
がないか HATによってモニターされます。

ResourceManagerコント
ローラ

rmctrl

CPUやメモリなどのリソースを初期化します。

CSPサブシステムから更新されたカードステータスを要求
し、システムのカードテーブルを更新します。

すべての rmctrlsと通信して、最新のリソースデータのセッ
トを要求します。

sitparentタスクによって開始され、障害の発生を HATに
よってモニターされます。

ResourceManagerマネー
ジャ

rmmgr

ローカルリソースのデータとローカルリソースのスクラッ

チスペースを初期化します。

ローカル CPU上の SITタスクと通信して、タスクテーブ
ル全体と、各タスクに関連付けられているリソースを取得

します。

各タスクの現在のリソース使用率を収集します。

リソースデータを rmctrlタスクに送信します。

仮想プライベートネットワークサブシステム

表 4 :仮想プライベートネットワーク（VPN）サブシステムのタスク

機能説明タスク

システムの起動時に作成されます。VPNコントローラvpnctrl

各コンテキストの VPNマネージャを起動します。

コンテキストに追加または変更があった場合に、セッショ

ンコントローラタスクに通知します。一度に動作するの

は、1つのセッションコントローラだけです。

コンテキスト固有の動作情報を適切な VPNマネージャに
ルーティングします。

VPNマネージャのリカバリを実行し、すべてのVPN関連の
設定情報を SCTに保存します。
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機能説明タスク

設定されたコンテキストごとに VPNコントローラによって
開始されます（ローカルコンテキストには常に 1つ存在し
ます）。

VPNマネージャvpnmgr

IPアドレスプールとサブスクライバ IPアドレス管理を実行
します。

次のものを含みますが、これに限定されないすべてのコン

テキスト固有の操作を実行します。UCMサービス、IPイン
ターフェイス、Address Resolution Protocol（ARP）、IPアド
レスプール管理、低速パス転送,NPUフロー、ポートAccess
Control List（ACL;アクセスコントロールリスト）、および
ロギング.

各コンテキストの IPインターフェイスアドレス情報をセッ
ションコントローラに提供します。

BGPルーティングプロトコル（router bgpコンテキストコ
ンフィギュレーションモードの CLIコマンド）を有効にし
たコンテキストごとに、VPNマネージャによって作成され
ます。

ボーダーゲートウェイ

プロトコル

bgp

BGPプロトコルを介してルーティング情報の学習と再配布
を担っています。

BGPピアリング接続を維持します。

定義されている任意の BGPルーティングポリシーを適用し
ます。

OSPFルーティングプロトコル（router ospfコンテキストコ
ンフィギュレーションモードの CLIコマンド）を有効にし
たコンテキストごとに、VPNマネージャによって作成され
ます。

Open Shortest Path Firstospf

OSPFプロトコルを介してルーティング情報の学習と再配布
を担っています。

OSPFネイバー関係を維持します。

LSAデータベースを維持します。

SPF計算を実行します。

定義されている任意のOSPFルーティングポリシーを適用し
ます。
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機能説明タスク

OSPFv3ルーティングプロトコル（router ospfv3コンテキス
トコンフィギュレーションモードの CLIコマンド）を有効
にしたコンテキストごとに、VPNマネージャによって作成
されます。

Open Shortest Path Firstospfv3

OSPFv3プロトコルを介してルーティング情報の学習と再配
布を担っています。

OSPFv3ネイバー関係を維持します。

LSAデータベースを維持します。

OSPFv3 SPF計算を実行します。

定義されている任意のOSPFv3ルーティングポリシーを適用
します。

RIPルーティングプロトコル（router ripコンテキストコン
フィギュレーションモードの CLIコマンド）を有効にした
コンテキストごとに、VPNマネージャによって作成されま
す。

ルーティング情報プロト

コル

rip

RIPプロトコルを介してルーティング情報の学習と再配布を
担っています。

RIPデータベースを維持します。

定期的に RIP更新メッセージを送信します。

定義されている任意の RIPルーティングポリシーを適用し
ます。

コンテキストごとに VPNマネージャによって作成されま
す。

L2スイッチングおよび
L3スイッチング

zebos

コンテキストのルーティングテーブル（RIBおよびFIB）を
維持します。

スタティックルーティングを実行します。

ルーティングとインターフェイス更新のためのカーネルへ

のインターフェイス。

ルーティング情報をダイナミックルーティングプロトコル

に再配布します。

ネクストホップの到達可能性を計算します。
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ネットワーク処理ユニットサブシステム

表 5 :ネットワーク処理ユニット（NPU）サブシステムのタスク

機能説明タスク

StarOSの起動時に作成されます。内部フォワーダータス

ク（Intel DPDK）

（VPC-DI、VPC-SI）

iftask

CSPタスクにポート設定サービスを提供します。

VPNマネージャにインターフェイスバインディングサー
ビスと転送サービスを提供します。

セッションマネージャおよび AAAマネージャのタスク
にフロー挿入サービスと削除サービスを提供します。

StarOSの起動時に作成されます。カーネルベースの

NPUシミュレータ

（VPC-DI、VPC-SI）

knpusim

CSPタスクにポート設定サービスを提供します。

VPNマネージャにインターフェイスバインディングサー
ビスと転送サービスを提供します。

セッションマネージャおよび AAAマネージャのタスク
にフロー挿入サービスと削除サービスを提供します。

NPUコントローラにリカバリサービスを提供します。

StarOSの起動時に作成されます。システムでは、常に 1
つの NPUコントローラのみが動作します。

NPUコントローラnpuctrl

システム内のNPUマネージャの状態をモニターします。

NPUマネージャがクラッシュしたときに通知を受信する
ように登録します。

リカバリ動作を制御します。

NPUマネージャの状態に関連するCLIコマンドの一元的
な場所を提供します。

取り付けられ、起動しているすべてのパケット処理カー

ドに対して作成されます。

NPUマネージャnpumgr

CSPタスクにポート設定サービスを提供します。

VPNマネージャにインターフェイスバインディングサー
ビスと転送サービスを提供します。

セッションマネージャおよび AAAマネージャのタスク
にフロー挿入サービスと削除サービスを提供します。

NPUコントローラにリカバリサービスを提供します。
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機能説明タスク

取り付けられ、起動しているすべてのDPCに対して作成
されます。

NPUシミュレータ

（ASR 5500）

npusim

CSPタスクにポート設定サービスを提供します。

VPNマネージャにインターフェイスバインディングサー
ビスと転送サービスを提供します。

セッションマネージャおよび AAAマネージャのタスク
にフロー挿入サービスと削除サービスを提供します。

NPUコントローラにリカバリサービスを提供します。

セッションサブシステム

表 6 :セッションサブシステムのタスク

機能説明タスク

StarOSの起動時に作成されます。システム内で一度にイ
ンスタンス化されるセッションコントローラは1つのみで
す。

セッションコントローラsessctrl

セッションサブシステムのプライマリコンタクトポイント

として機能します。システム内で実行されている他のサブ

システムを認識しているため、セッションコントローラ

は、サブシステムを構成する他のコンポーネント、または

タスクのプロキシとして機能します。

セッション処理サブシステムのサブマネージャの作業を開

始、設定、および調整します。

ResourceManagerと連携して、既存のすべてのセッション
マネージャがキャパシティを超えたときに新しいセッショ

ンマネージャを起動します。

VPNマネージャからコンテキスト情報を受信します。

他のセッション処理サブシステムサブマネージャに IPイ
ンターフェイスアドレス情報を配布します。

EnhancedCharging Service（ECS）、コンテンツフィルタリ
ング、および URLブラックリストの各サービスを管理し
ます。
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機能説明タスク

セッションコントローラによって作成されます。セッションマネージャsessmgr

複数のセッションタイプをサポートするサブスクライバ処

理システムを提供します。

複数のセッションマネージャは、1つの CPU上で実行す
ることも、システムに存在するすべての CPUに分散する
こともできます。

1つのセッションマネージャは、複数の A11マネージャ
か、または複数のコンテキストからセッションにサービス

を提供できます。

A10/A11、GRE、R3、R4、R6、GTPU/GTPC、PPP、およ
びモバイル IPのプロトコルを処理します。

EnhancedChargingサービス、コンテンツフィルタリング、
および URLブラックリストの各サービスを管理します。

セッションマネージャはAAAマネージャとペアになって
います。

制限：AAAMGRが頻繁にクラッシュするとAAAmgrイン
スタンス IDが変更されるため、sessmgrが 512を超えて増
加する可能性があります。

たとえば、sessmgrインスタンス 512以降に接続するコー
ルの場合、符号化は 10ビット（GUTIベースのMME接続
時）、復号は 9ビット（SGSN-CONTEXT-REQUEST時）
であるため、context-requestが誤った sessmgrにランディ
ングしたり、ルックアップが失敗する原因となります。

PDSNサービスが設定されているコンテキストごとに、
セッションコントローラによって作成されます。

A11マネージャa11mgr

PCFからのR-Pセッションを受信し、それらをロードバラ
ンシングのために別のセッションマネージャのタスクに配

布します。

システムリカバリを支援するため、現在のセッションマ

ネージャのタスクのリストを維持します。

A11マネージャタスクは、シグナリングの逆多重化タスク
（SDT）とも呼ばれます。

セッションリカバリ（SR）が有効になっている場合、こ
のデマルチプレクサマネージャは通常、最初のアクティブ

なパケット処理カードのいずれかの CPU上に確立されま
す。
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機能説明タスク

セッションマネージャとペアになっています。認証、許可、およびアカ

ウンティング（AAA）
マネージャ

aaamgr

システム内のサブスクライバと管理ユーザーに対して、す

べての AAAプロトコルの操作と機能を実行します。

AAAサーバーに対するAAAクライアントとして機能しま
す。

課金ゲートウェイ機能（CGF）を使用して GTPプライム
（GTP）メッセージングを管理します。

複数の AAAマネージャを 1つの CPU上で実行すること
も、システムに存在するすべての CPUに分散することも
できます。

CLIの AAA操作は、アクティブな管理カード上で実行さ
れている AAAマネージャを介して行われます。

グローバルコンフィギュレーションモードの gtpp single
sourceコマンドが設定されるたびに起動します。

GTPPのシングルソーシングが有効になっている場合、
aaaproxyは 1つの UDP送信元ポート番号を使用してアカ
ウンティングサーバーへの要求を生成します。その一方

で、各 AAAマネージャは、一意の UDP送信元ポート番
号を持つ独立した要求を生成する必要はありません。

認証、許可、およびアカ

ウンティング（AAA）
プロキシマネージャ

aaaproxy

セッションリカバリが有効になっている場合は、デマルチ

プレクサカード上で実行します。セッションリカバリが有

効になっていない場合、グローバルコンフィギュレーショ

ンモードの demux cardコマンドを実行すると、指定した
デマルチプレクサカードで aaaproxyが起動します。

CDRを、そのVRAMディスク内のファイルに書き込みま
す。その後、キューに入れられた CDRは HDDと定期的
に同期され、転送されます。
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機能説明タスク

アクティブ課金サービスはグローバルレベルで定義され、

任意のVPNコンテキストから CSSコマンドを使用して利
用できます。グローバルコンフィギュレーションモード

の active-charging service CLIコマンドを使用して有効に
します。

アクティブ課金システム

（ACS）コントローラ
acsctrl

ACSコントローラはプライマリパケット処理カード上で
動作し、ACSサービスを管理します。

ACSの設定情報を読み取って、SCTに書き込みます。

ACSコントローラは、ACSマネージャのリカバリプロセ
スをモニターし、冗長性が有効になっている場合はクリー

ンアップを実行します。

特定数のフローに対して IPセッション処理を実行するた
めに、ACSコントローラによって作成されます。

アクティブ課金システム

（ACS）コントローラ
acsmgr

セッションマネージャを介してデータを送受信します。

アクティブまたはスタンバイの acsmgrのタスクは、セッ
ションリカバリ（SR）が有効になっている場合に作成さ
れます。

システム内のさまざまな ACSMGRインスタンスから
EDR/UDRレコードを受信します。

課金詳細レコードモ

ジュール

cdrmod

設定したファイル命名規則を使用して、受信したEDR/UDR
レコードをファイルに書き込みます。

GGSNのマルチメディアブロードキャスト/マルチキャス
トサービス（MBMS）機能をサポートします。これは、
MBMSポリシー CLIがGGSNサービスコンフィギュレー
ションモードで設定されている場合にインスタンス化さ

れます。dgmbmgr

Diameter Gmbインター
フェイスアプリケー

ションマネージャ

dgmbmgr

MBMS UEとベアラーコンテキストを維持します。

MBMSベアラーセッションのBMSCサーバーへのDiameter
接続を介して Gmbインターフェイスを処理します。
dgmbmgrは、すべての sessmgrsに対してMBMSのセッ
ション状態をポーリングし、MBMSUEとMBMSベアラー
コンテキストの情報を再作成することで回復します。
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機能説明タスク

diactrl（vpnctrlの一部として実行）によって作成されま
す。また、生成される diamproxyタスクの数は、
「multiple」または「single」プロキシを使用するための設
定に基づいています。1つのプロキシが設定されている場
合、シャーシ全体に対して 1つの diamproxyタスクだけが
生成され、デマルチプレクサパケット処理カード上で動作

します。複数のプロキシが設定されている場合、1つの
diamproxyタスクがパケット処理カードごとに実行されま
す。

Diameterプロキシdiamproxy

システムに設定されているすべてのピアへのDiameterベー
スの接続を維持します。

接続ステータスの変更に関するアプリケーションを通知し

ます。

アプリケーションから Diameterサーバーへのメッセージ
に対するパススルーとして機能します。

転送エージェントとしてのみ機能します（キューは保持し

ません）。

1つの Diameterプロキシを使用して、複数の Diameterア
プリケーションにサービスを提供します。

インターフェイスタイプの sgw-egressまたはMMEの
egtp-serviceが設定されているコンテキストごとにセッショ
ンコントローラが作成されます。

拡張GPRSトンネリング
プロトコル出力マネー

ジャ

egtpemgrr

SGW、PGWからの特定の EGTPメッセージを処理しま
す。

現在の EGTPセッションのリストを維持します。

セッションリカバリに役立つ現在のセッションマネージャ

のタスクのリストを維持します。

GTPエコーメッセージを処理します。

セッションリカバリ（SR）が有効になっている場合、こ
のデマルチプレクサマネージャは通常、最初のアクティブ

なパケット処理カードのいずれかの CPU上に確立されま
す。
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機能説明タスク

インターフェイスタイプの sgw-ingressまたは pgw-ingress
の egtp-serviceが設定されているコンテキストごとにセッ
ションコントローラが作成されます。

拡張GPRSトンネリング
プロトコル入力マネー

ジャ

egtpimgr

MME/S4 SGSN/SGWからの EGTPセッションを受信し、
それらをロードバランシングのために別のセッションマ

ネージャのタスクに配布します。

現在の EGTPセッションのリストを維持します。

セッションリカバリに役立つ現在のセッションマネージャ

のタスクのリストを維持します。

GTPエコーメッセージを処理します。

セッションリカバリ（SR）が有効になっている場合、こ
のデマルチプレクサマネージャは通常、最初のアクティブ

なパケット処理カードのいずれかの CPU上に確立されま
す。

GGSNサービスが設定されているコンテキストごとに、
セッションコントローラによって作成されます。

GPRSトンネリングプロ
トコル制御（GTP-C）
メッセージマネージャ

gtpcmgr

SGSNからの GTPセッションを受信し、それらをロード
バランシングのために別のセッションマネージャのタスク

に配布します。

システムリカバリを支援するため、現在のセッションマ

ネージャのタスクのリストを維持します。

GTPCメッセージの有効性を確認します。

現在の GTPCセッションのリストを維持します。

SGSNとの間の GTPCエコーメッセージを処理します。
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機能説明タスク

GTPUサービスが設定されているコンテキストごとに、
セッションコントローラによって作成されます。GTPUv0
と GTPUv1の両方でサポートされています。

GPRSトンネリングプロ
トコルユーザー

（GTP-U）マネージャ

gtpumgr

コンテキスト内で使用可能な GTPUサービスのリストを
維持し、それらに対してロードバランシング（Error-Indの
み）を実行します。

GTPUエコー処理をサポートします。

GTPUエコーの応答がない場合のパス障害検出を実行しま
す。

Error-Indを受信し、特定のセッションマネージャに対して
逆多重化します。

デフォルトの GTPUリスナーとして機能します。
GTPUMGRは、無効なTEIDを持つGTPUパケットを処理
します。

セッションリカバリ（SR）が有効になっている場合、こ
のデマルチプレクサマネージャは通常、最初のアクティブ

なパケット処理カードのいずれかの CPU上に確立されま
す。

HAサービスが設定されているコンテキストごとに、セッ
ションコントローラによって作成されます。

ホームエージェント

（HA）マネージャ
hamgr

外部エージェント（FA）からモバイル IPセッションを受
信し、それらを別のセッションマネージャのタスクに配布

します。

システムリカバリを支援するため、現在のセッションマ

ネージャのタスクのリストを維持します。

DemuxMgrとしての機能し、すべての PMIPシグナリング
パケットを処理します。

MIPv6/MIPv4 HAの Demuxmgrとして機能します。

セッションリカバリ（SR）が有効になっている場合、こ
のデマルチプレクサマネージャは通常、最初のアクティブ

なパケット処理カードのいずれかの CPU上に確立されま
す。
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機能説明タスク

HNB-GWサービスの作成手順の一環として開始します。
hnbdemuxはシャーシに 1つしかありません。

ホームノードb（HNB）
デマルチプレクサマネー

ジャ

hnbdemux

着信した Iuhた接続をシステム内の HNBマネージャに配
布します。

システム内のアクティブなすべての HNB-GWサービスを
認識しています。

セッションリカバリ（SR）が有効になっている場合、こ
のデマルチプレクサマネージャは通常、最初のアクティブ

なパケット処理カードのいずれかの CPU上に確立されま
す。

HNB-GWサービス設定が検出されると開始します。ロー
ド共有の場合は、このタスクの複数のインスタンスが存在

する場合があります。すべての HNBマネージャには、ア
クティブなすべてのHNB-GWサービスが設定されており、
設定と機能が同一である必要があります。

ホームノードb（HNB）
マネージャ

hnbmgr

SCTPプロトコルスタックを実行します。

SCTPの関連付けを処理します。

ホームノード bデータベースを維持します。

SCTPプロトコルの Iuhインターフェイスにノード機能を
提供します。

セッションリカバリ（SR）が有効になっている場合、こ
のマネージャは通常、最初のアクティブなパケット処理

カードのいずれかの CPU上に確立されます。
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機能説明タスク

MMEサービス設定が検出されると開始されます。このタ
スクのインスタンスは 1つのみです。

MME用の International
Mobile Subscriber Identity
マネージャ

imsimgr

新しいサブスクライバセッションに使用するSessMgrを選
択します。

IMSIによる接続、GUTIによる接続などのイベントについ
て、MME関連のデマルチプレクサ統計情報を維持および
報告します。

システム内の次のタスクと連携します。

-セッションコントローラ

- MMEマネージャ

-セッションマネージャ

セッションリカバリ（SR）が有効になっている場合、こ
のデマルチプレクサマネージャは通常、最初のアクティブ

なパケット処理カードのいずれかの CPU上に確立されま
す。

セッションコントローラによって開始されます。SGSN用の International
Mobile Subscriber Identity
マネージャ

imsimgr

IMSI/P-TMSIに基づくコールセッションで、linkmgrタス
クまたは sgtpcmgrタスクによって実行されない場合は
SessMgrを選択します。

SessMgrs間でロードバランシングを行い、サブスクライ
バが割り当てられるものを選択します。

システム上のすべてのサブスクライバのレコードを維持し

ます。

IMSI/P-TMSIと SessMgrs間のマッピングを維持します。

セッションリカバリ（SR）が有効になっている場合、こ
のデマルチプレクサマネージャは通常、最初のアクティブ

なデマルチプレクサパケット処理カードのいずれかのCPU
上に確立されます。

セッションコントローラによって作成されます。IPサービスゲートウェ
イマネージャ

ipsgmgr

サーバーモードでは、RADIUSサーバーとして機能し、プ
ロキシ機能をサポートします。

Snoopモードでは、RADIUSアカウンティングメッセージ
のスヌーピングがサポートをサポートします。

異なる SessMgr間で要求をロードバランシングします。

セッションをアクティブまたは非アクティブにします。
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機能説明タスク

LNSサービスが作成されたときにセッションコントロー
ラによって作成されます。システム全体に対して 1つの
L2TPDemuxタスクのみが呼び出されます。

L2TPデマルチプレクサ
タスク

l2tpdemux

逆多重化を行い、新しい着信トンネルの作成要求を

L2TPMgrに転送します。

すべての L2TPMgrで現在アクティブなトンネルに関する
情報を維持します。

L2TPMgr間での要求をロードバランシングします。

セッションリカバリ（SR）が有効になっている場合、こ
のデマルチプレクサマネージャは通常、最初のアクティブ

なパケット処理カードのいずれかの CPU上に確立されま
す。

LACサービスまたは LNSサービスが設定されているコン
テキストごとに、セッションコントローラによって作成さ

れます。追加のマネージャは、ロードに応じ、必要に応じ

て作成されます。

レイヤ 2トンネリング
プロトコルマネージャ

l2tpmgr

L2TP処理のすべての側面を担います。

すべてのL2TPセッションとトンネルのプロトコルステー
トマシンを維持します。

必要に応じて、新しい L2TPトンネルの IPSec暗号化をト
リガーします。

セッションマネージャと連携して、トンネルを正常にダウ

ンさせます。

セッションリカバリ（SR）が有効になっている場合、こ
のデマルチプレクサマネージャは通常、最初のアクティブ

なパケット処理カードのいずれかの CPU上に確立されま
す。

最初の SS7RD（ルーティングドメイン）がアクティブに
なったときに、セッションコントローラによって作成され

ます。

SS7リンクマネージャlinkmgr

冗長性を得るためとスケーリングを行うためにマルチイン

スタンス化されます。

プラットフォームへの SS7接続と Gb接続を可能にしま
す。

SS7（luを含む）と Gbインターフェイス上のサブスクラ
イバシグナリングごとにSessMgrへルーティングします。

StarOSのタスク
20

StarOSのタスク

StarOSのタスク



機能説明タスク

最初のMAGサービスがコンテキストで作成されたとき
に、セッションコントローラによって作成されます。

モバイルアクセスゲー

トウェイ（MAG）マ
ネージャ

magmgr

PMIP制御メッセージ（PBU/PBA）を送受信します。

MIPv6 PBAパケットを受信するために NPUフローを追加
します。このフローは、HAMgrで使用されているフロー
と同じです。

モバイルノードのバインディングを追跡し続けるために使

用するバインディング更新リストを維持します。

エラー状態時に、セッションマネージャから受信したトリ

ガーに基づく PBUを発信します。

PBAを受信し、セッションマネージャに転送します。

デバッグファシリティ（「magmgr」と「mobile-ipv6」）
をサポートします。

SS7RDや SCCP-NWなどのプロビジョニング時に作成さ
れます。セッションコントローラは、各分散プロトコルレ

イヤの詳細な説明、そのリソースセット、およびサービス

ユーザープロトコル層とサービスプロバイダープロトコ

ル層のリストを含む、初期システム設定を提供します。

SGSNマスターマネー
ジャ

mmgr

1つのインスタンスとして実行されます。

Nodal SS7、Iu、および Gbの機能を処理します。

SS7ルートステータスの集約のためのマスターリンクマ
ネージャ機能を実装します。

RNCステータスと BSCステータスの集約のためのマス
ターリンクマネージャ機能を実装します。

セッションリカバリ（SR）が有効になっている場合、こ
のデマルチプレクサマネージャは通常、最初のアクティブ

なデマルチプレクサパケット処理カードのいずれかのCPU
上に確立されます。
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機能説明タスク

MMEサービスの作成手順の一環として開始されます。
シャーシには 1つの mmedemuxのみが存在します。

モビリティマネージメ

ントエンティティデマ

ルチプレクサマネー

ジャ

mmedemux

着信S1-MMESCTP接続をシステム内のmmemgrタスクに
配布します。

システム内のアクティブなすべてのMMEサービスを認識
しています。

セッションリカバリ（SR）が有効になっている場合、こ
のデマルチプレクサマネージャは通常、最初のアクティブ

なパケット処理カードのいずれかの CPU上に確立されま
す。

MMEサービス設定が検出されると開始されます。ロード
共有の場合は、このタスクの複数のインスタンスが存在す

る場合があります。すべての mmemgrsマネージャには、
アクティブなすべてのMMEサービスが設定されており、
設定と機能が同一である必要があります。

モビリティマネージメ

ントエンティティマ

ネージャ

mmemgr

SCTPプロトコルスタックを実行します。

SCTPの関連付けを処理します。

TAリストを維持します。

eNodeBデータベースを管理します。

S1-MMEプロトコルのノード機能を提供します。

セッションリカバリ（SR）が有効になっている場合、こ
のデマルチプレクサマネージャは通常、最初のアクティブ

なパケット処理カードのいずれかの CPU上に確立されま
す。
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機能説明タスク

PCCサービスの作成手順の一環として開始されます。
シャーシには、BindMux MGRのインスタンスが 1つのみ
存在します。

ポリシーおよび課金制御

Bindmuxマネージャ
pccdemux

セッションバインディング機能とともに、使用可能な

pccmgrs全体でセッションの多重化を処理します。

pccmgrsでの負荷をモニターします。

着信 IP-CAN接続をシステム内の pccmgrs間に分散しま
す。

セッションのバインディングを実行します。IP-CAN/ゲー
トウェイセッションをAFセッションとバインドします。

さまざまなインターフェイス間の IMSIのすべてのメッ
セージングが、選択した pccmgrに向けられるようにしま
す。

システム内のアクティブなすべての PCCサービスを認識
しています。

セッションリカバリ（SR）が有効になっている場合、こ
のデマルチプレクサマネージャは通常、最初のアクティブ

なパケット処理カードのいずれかの CPU上に確立されま
す。

pccmgrはセッションマネージャインスタンスの一部で
す。

ポリシーおよび課金制御

Bindmuxマネージャ
pccmgr

すべての PCRFサービスセッションを処理します。

個々のサブスクライバセッションに関連付けられているさ

まざまなイベント処理時に PCCコアと連動します。

ビジネスロジックの適用時にサブスクライバ情報を維持し

ます。

サブスクライバごとに callineおよび対応する APNセッ
ションを作成します。
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機能説明タスク

SGSNサービスが設定されている VPNコンテキストごと
に、セッションコントローラによって作成されます。

SGSN GPRSトンネリン
グプロトコル制御メッ

セージマネージャ

sgtpcmgr

SGSNサービスのピア GGSNと SGSNからの Gn/Gpおよ
び GTP-Uインターフェイスを終了します。

IuPSサービスの RNCからの GTP-Uインターフェイスを
終端します。

GTP-Cと GTP-Uの標準ポートを制御します。

これらのポートでピアから受信した GTPトラフィックを
処理して配布します。

Gn/Gpインターフェイスに関連付けられているノードレベ
ルのすべての手順を実行します。

セッションリカバリ（SR）が有効になっている場合、こ
のデマルチプレクサマネージャは通常、最初のアクティブ

なデマルチプレクサパケット処理カードのいずれかのCPU
上に確立されます。

Enhanced Chargingサービスでコンテンツフィルタリング
が有効になっている場合に、セッションコントローラに

よって 8つの SRBが作成されます。これらの 8つのタス
クを開始するには、少なくとも2つのパケット処理カード
が必要です。

標準ルーティングデータ

ベース

srb

セッションコントローラからスタティックデータベースを

受信します。各 srbタスクは 2つのデータベースボリュー
ムをロードします（1つはプライマリ、もう 1つはセカン
ダリ）。srbタスクでは、スタティック DBも保存されま
す。

DBボリュームと、それに保存されている CSI（カテゴリ
セットインデックス）に基づいて URLが評価および分類
されます。

ピアに障害が発生した場合に、ピアのロードを実行しま

す。srbタスクとそのピアの両方に障害が発生した場合、
セッションコントローラはロードを実行します。
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プラットフォームプロセス

表 7 :プラットフォームプロセスのタスク

機能説明タスク

システムファブリックの全体的な管理を担当します。ラン

デブーの宛先のプールを管理し、障害後の afmgr procletsに
よるファブリックのリカバリを調整します。単一のafctrlイ
ンスタンスは、アクティブなMIO/UMIOでのみ実行されま
す。

ASR 5500 Fabric
Controller

afctrl

特定のカード上のファブリックリソースの管理を担当しま

す。1つ以上のファブリックアクセスプロセッサ（FAP）
またはファブリック要素（FE）を担当するすべてのCPUに
は、1つの afmgrがあります。afmgrはリカバリをサポート
しますが、移行はサポートしていません。

ASR 5500 FabricManagerafmgr

ファブリックチップセットの直接設定を行います。afioは、
ローカル afmgrと他のローカル afioインスタンスとのメッ
センジャ以外のプロセス間通信（IPC）をサポートしていま
す。

ASR 5500 Fabric I/O
Driver

afio

カード上のアプリケーションは、カード上の各アプリケー

ションに対して新しい接続を開くのではなく、同じリモー

トエンドポイントに対して同じ TCP/SCTP接続を共有でき
ます。

TCP/SCTP接続プロキシconnproxy

物理シャーシのコンポーネントを管理します。カードスロットポート

コントローラ

cspctrl
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機能説明タスク

コンテキスト内のサービスにバインド可能なCSSサーバー
のリストを含むすべてのグローバルCSSプロパティを維持
します。

Content Server Selection
（CSS）コントローラ

cssctrl

CSSは、モバイルサブスクライバによって提供されるか、
モバイルサブスクライバに送信されるデータの「コンテン

ツ」に基づいてトラフィックを処理する方法を定義します。

CSSには、ロードバランシング、NAT、HTTPリダイレク
ション、DNSリダイレクションなどの機能が含まれていま
す。

コンテンツサーバー（サービス）は、プラットフォームの

外部に置くことも、プラットフォーム内に統合することも

できます。外部 CSSサーバーは、コンテキストコンフィ
ギュレーションモードの css serverコマンドを介して設定
されます。

CSSコントローラは CSSマネージャを作成しません。CSS
マネージャは、VPNマネージャによって停止および開始さ
れます。CSSマネージャは、コンテキストごとに自動的に
作成されます。

StarOSコンテキスト内の VPNマネージャによって生成さ
れます。

Content Server Selection
（CSS）マネージャ

cssmgr

特定の VPNコンテキスト内の CSSサーバーへのキープア
ライブを管理します。

サブスクライバの CSS関連情報を取得します。

CSSサーバーがダウンすると、cssmgrタスクは NPUを再
プログラムしてサービスをバイパスしたり、サービス内の

残りのサーバー間でデータを再配布したりします。

システムの初期化中にドーターカードマネージャを生成し、

システムが安定状態で実行中に、ドーターカードマネージャ

をモニターします。また、ドーターカードマネージャのタ

スクが失敗するたびに、ドーターカードマネージャを生成

します。

ドーターカードコント

ローラ

[ASR 5500のみ]

dcardctrl

AHベースおよび ESPベースのセッションの IPSecセキュ
リティアソシエーションの管理を担当します。

ドーターカードマネー

ジャ

[ASR 5500のみ]

dcardmgr

特定の IPSecセキュリティアソシエーションに関連付けら
れた暗号化アルゴリズムを実行するオンボードハードウェ

アアクセラレーションの暗号チップを備えたインターフェ

イス。
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機能説明タスク

SITPARENTによって各 CPUで自動的に開始されます。分散型ホストマネー

ジャ

dhmgr

sessmgrタスク間の Diameterエンドポイントなど、マルチ
インスタンス化されたタスクに代わって、ローカルで終端

されたTCP、SCTP、およびUDP接続の確立を調整します。

多くのシステムデバイスドライバへのアクセスを一元化し

ます。また、温度と電圧のモニタリングも行います。

ドライバコントローラdrvctrl

管理カードにまたがるドライブアレイを制御および管理し

ます。

ハードドライブコント

ローラ

hdctrl

hwctrlタスクには、ハードウェアセンサーの読み取り、セ
ンサーのしきい値のモニタリング、およびファントレイの

モニタリングのポーリングループを管理する複数のタイマー

があります。

ハードウェアコント

ローラ

hwctrl

hwmgrタスクは、シャーシ内のすべてのカードで実行され、
ローカルアクセス可能なハードウェアセンサーを読み取り、

hwctrlに報告を返します。

ハードウェアマネー

ジャ

hwmgr

ほとんどのネットワークサービスの開始を担当するサブシ

ステム。

InterNET Service Daemoninetd

FTP、SFTP、Telnetなどの接続クライアントからの要求を
リッスンします。TCPパケットまたはUDPパケットが特定
の宛先ポート番号で着信すると、inetdは適切なサーバープ
ログラムを起動して接続を処理します。

注：FTPと Telnetはサポートされていません。

設定に関係なく、システムのスタートアップ時にSITによっ
て開始されます。

IPSecコントローラipsecctrl

設定に基づいて ipsecmgrタスクを開始し、タスクリカバリ
のリストを維持します。

IPSecのユーザー設定を受信して維持します。

設定された IPSec暗号マップと ipsecmgrsへの割り当てを管
理します。

IPアクセスリスト、IPプール、インターフェイスアドレ
ス、インターフェイスの状態通知などの必要な IPSec設定
パラメータについて、vpnmgrタスクを使用したインター
フェイス。

セッションコントローラによって作成され、セキュアな

IKEv1、IKEv2、および IPSecデータトンネルを、確立およ
び管理します。

IPSecマネージャipsecmgr
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機能説明タスク

管理カード上で実行される Central key valueストア
（kvstore）機能。その主な機能は、リカバリ機能および分
散機能をサポートすることです。

キー値コントローラkvctrl

demuxカードのプライマリMIO（ASR 5500）の npuctrlに
よって起動し、CSPと npumgrの間のファシリティレベル
で、npumgrから設定とステータス通知を受信して、グロー
バル LAGデータベースを構築します。

リンク集約グループマ

ネージャ

[ASR 5500のみ]

lagmgr

設定された物理ポートを介して制御パケット（LACPおよ
びマーカー）をピアと交換し、リンクの集約に関する合意

に到達します。

ネームサービスと、内部メッセージパッシングシステムの

関連機能を実装します。

メッセンジャデーモンmsgd

メッセンジャプロキシプロセスは、単一のアプリケーショ

ン（クライアントと呼ばれる）から、スレッドごとに 1つ
のインスタンスを持つファシリティ（ターゲットファシリ

ティと呼ばれる）に送信するブロードキャストメッセージ

を処理します。

メッセージプロキシmsgproxy

1つの msgproxyタスクは、DPC（ASR 5500）、および SF
仮想マシン（VPC-DI）上の各 CPUコンプレックスで実行
されます。

sessctrlなどのクライアントプロセスからの着信ブロード
キャストメッセージを処理して、sessmgrなどの正しいター
ゲットファシリティに配信し、正しい応答を作成して正し

いクライアントに送り返します。

メッセンジャプロセスの一環として、メッセンジャデーモ

ンに制御メッセージを送信するタスクの信頼性の高いチャ

ネルを提供します。

ネームサービスコント

ローラ

nscontrol

NTPを使用したタイムサーバーとの同期のシステム時刻を
維持します。NTPコンフィギュレーションモードの ntp
server CLIコマンドを使用して 1つ以上の NTPサーバーが
設定されている場合に有効になります。

Network Time Protocol
（NTP）デーモン

ntpd

システム全体のタスクとマネージャとファシリティをモニ

ターし、障害が発生した場合にリカバリを実行します。

リカバリ制御タスクrct

インメモリデータベース内の設定情報およびその他の状態

情報の冗長ストレージを実行します。

共有設定タスクsct

スイッチファブリックとギガビットイーサネットコント

ロールプレーンをモニターします。

スイッチファブリック

タスク

sft
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機能説明タスク

StarOS CLIへのセキュアログインをサポートします。コン
テキストコンフィギュレーションモードの server sshdCLI
コマンドを介して有効にします。

セキュアシェルデーモ

ン

sshd

DHCPD、DNS、FTPD、INETD、NTPD、PING、RLOGIN、
SFTPD、SFTP-SERVER、SNMPD、SSH、SSHD、TELNET、
TELNETD、TFTPD、TRACEROUTE

注：FTPと Telnetはサポートされていません。

ユーティリティ設定マ

ネージャ

ucm

管理プロセス

表 8 :管理プロセスのタスク

機能説明タスク

バルク統計情報を定期的にポーリングして収集し、このデー

タを外部管理システムに転送します。

バルク統計情報マネー

ジャ

bulkstat

外部 syslogサーバーと内部イベントログへのインターフェ
イスを含むイベントロギング機能を処理します。

イベントログデーモンevlogd

ORBSタスクは、ORB要素マネージャ（ORBEM）とも呼
ばれています。

要素管理システム（EMS）は、セキュアな IIOPを使用して
要素管理機能をシステム上で実行するように ORBSに要求
します。ORBSは、関連するコントローラのタスクと連携
して機能を実行します。

実行による応答またはエラーが解釈され、EMF応答に組み
込まれて、EMSサーバーに渡されます。

ORBEMサービス

[ASR 5500のみ]

orbs

イベントの発生を EMSサーバーに通知します。ORBEM通知サービス

[ASR 5500のみ]

orbns

このようなEMSサーバーを登録し、関連するイベントタイ
プをサブスクライブします。

イベントが発生すると、関連するコントローラタスクがorbs
（ORBEM）に通知し、次にサブスクライブしている EMS
サーバーに通知します。
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機能説明タスク

標準ベースのセッショントレース機能を実装します。セッショントレース収集

タスク

sesstrc

CLIとシグナリングベースの両方サブスクライバトレース
を管理します。トレースするメッセージを収集し、必要に

応じてトレースファイルを生成します。必要に応じて、ト

レースファイルをトレース収集エンティティにアップロー

ドします。

設定されている場合はインバウンド SNMP動作を処理し、
有効になっている場合は SNMP通知（トラップ）を送信し
ます。

簡易ネットワーク管理プ

ロトコル

snmp

設定されている場合、しきい値超過アラートのモニタリン

グを処理します。必要な統計情報/変数をポーリングし、状
態を維持し、しきい値超過のログメッセージ/SNMP通知を
生成します。

しきい値サーバーthreshold
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